
●入社から現在までの仕事内容を教えてください。

●会社を選んだ理由は？

●仕事のやりがい・魅⼒は？

ICT技術の発展はスピードを更に増し、社会や⽣活の変化に伴いお客様側へのサービス提供も⽇々向上を求められています。我々の使命は、地域社会に根付い
た企業としてICT面からお客様を支援するとともに社会に貢献することにあります。新しい時代のニーズに応えたソリューションを提供できる会社であるために、社員一
丸となって努⼒し続けております。成⻑意欲がある⽅、より⾼いレベルの仕事へ挑戦できる⽅に是非門出を叩いていただきたいです。

障がい者雇⽤優良
― ⼥性活躍推進

募集
予定
職種

ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ
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代表取締役社⻑　⻤澤 浩正

ここが
自慢 福利厚⽣がとても充実しています。 人の

魅⼒
社員一人ひとりが、各業務のプロフェッ
ショナルとして活躍しております。

ＩＴを通して地域社会の情報化に貢
献できます。

働く
魅⼒

学⽣の皆様へ ／

わが社のセールスポイント

本社所在地
設⽴年度

会社
概要

https://www.fsk-brain.co.jp/

0246-27-1133
96 名(男性： 84名、⼥性： 12 名）

地方自治体の基幹業務を熟知したプロ集団です。

官公需に特化し、福島県浜通り地区を中心とした自治体電算業務全般において実績を有するとともに、
⺠間企業様向けシステム開発分野でもお客様のニーズに合わせた情報化の実現に努めております。

資本⾦
年商
ホームページ

経営者（代表者）メッセージ

福島県いわき市内郷御厩町三丁目168〒 973-8402

18億6,900
万円
万円

従業員数
電話番号
採⽤担当者 総務課　上田

1963年
1,600

⼊社後の研修が⼿厚いことや、⼥性社員でも働きやすい環境づくりがされていることろが良いと思いました。
また主な顧客層が福島県浜通り地区の市町村役場などであり、地元と密接した仕事ができる点にとても魅⼒を感じました。

1年目は２カ⽉間ビジネスマナーとプログラミングの研修を受け、その後は先輩社員に仕事のノウハウを教わりながらシステム開発を
⾏いました。２年目からは自治体様のシステム運⽤・保守のメイン担当を任されています。

企業全体の情報 前年度採⽤実績

募集状況

0

⼥性 2 人 0 人 1 人

0

２年度 ３年度
新卒者等(既卒3年以内)

 171,000

名前：
2016年⼊社：

            -

藁谷　公佳

自己啓発
支援制度

キャリアコンサル
ティング制度 社内検定制度

管理職

6

○

・会社が認める資格受験料支給及び、取得に対する褒賞⾦支給制度
・個人目標設定による全額査定賞与（夏・冬）

（　有　・　無　）

メンター制度 （　有　・　無　）

人 前年度の有給休暇
の平均取得⽇数人 5

新⼊社員研修、管理職研修、各種技術者研修等

採⽤者数

男性

人

4

○

人 0 人

休　⽇

福利厚⽣

14

福島県いわき市、東京都

諸⼿当             -             -             -             -             -             -時間

財形貯蓄、社内親睦⾏事、ライフサポートクラブ、健保組合契約保養所利⽤等

合計  200,400  194,000  171,000  176,000  171,000             -

備　考

就業場所人

研修制度

10.7 ⽇／年

0 人

基本給  200,400  194,000  171,000合計 8

離職者数

有給休暇、年末年始休暇、育児休暇、介護休暇休  暇完全週休二⽇制、祝⽇

％ ％0 0役員・管理職の⼥性割合 役員

初任給
前年度の⽉平均
所定外労働時間

人

0

人

⽉平均

前年度の
育児休業
取得状況

取得者数

0 人

0 人

⼥
性

人 4 人

○

男
性

募集学歴

【円】 大学院 大学 短期大学 ⾼等
専門学校 専修学校 職業能⼒開発

総合大学校

様々な業務があり、分からないことや苦労することなどもありますが、その困難を乗り越えたときに得られる達成感がやりがいに感じま
す。これらの経験が自分を成⻑させてくれていると実感でき、自信を持つことができます。

先輩社員インタビュー

0

出産者数

所属： 公共システム１部

正社員の募集
定着状況

前年度
歳40平均勤続

年数 18 年 従業員の
平均年齢

 176,000

写真①

社屋、社員、製品等

※働くイメージがしやすく学生に響く

写真を

お願いします。

写真②

先輩社員

大学院 大学

⾼等専門学校

短期大学

専修学校 職業能⼒開発総合大学校


